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大阪府立大学大学院看護学研究科博士前期課程

CNS（専門看護師）コース3領域11分野

修士論文コース4領域15分野

【出願資格】【選考方法】【選考日時】などは大阪府立大学大学院看護学研究科博士前期課程学生募集要項をご参照ください。
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大阪府立大学　http://www.osakafu-u.ac.jp
看護学研究科　http://www.nursing.osakafu-u.ac.jp/

問い合わせ
入試関係

がん看護専門看護師
コース関係

大阪府立大学　羽曳野キャンパス事務所　学生グループ

看護学研究科　教授　田中京子

日本看護協会　http://nintei.nurse.or.jp/nursing/qualification/cns

☎ 072-950-2117

☎ 072-950-2111（内線 2033）

＜がん看護専門看護師の情報＞

＜最新の入試情報＞

※高度実践看護師教育課程認定とは
高度実践看護師には専門看護師およびナースプラクティショナーが含まれ、日本看護系大学協議会が、高度な専門知識と技術を持った

がん看護専門看護師の質の維持と向上を目指して定めた基準をもとに行う認定です。

大阪府立大学は、日本看護系大学協議会より、高度実践看護師教育課程※の認定を受けています。
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　　　　　　　　は、対象のクオリティ・

オブ・ライフの向上を目的として、個人、

家族および集団に対して、ケアとキュア

の融合による高度な看護学の知識・技術

を駆使して、対象の治療・療養・生活過程

の全般を統合・管理し、卓越した看護ケア

を提供する看護職者です。

がん看護学分野の教育内容の特色
がん看護専門看護師になるために

在学中から修了後まで継続的にサポートします

がん看護実践で経験する多様な病態、状況に対応できる
能力の育成を目指し38単位教育課程を導入し、フィジ
カルアセスメント、臨床薬理学、病態生理学の科目を設
けています。 ● 高度実践看護師教育課程（がん看護学）の基準の単

位を履修すること

● がん看護学分野の中で専門性を深めるために、日本
がん看護学会や日本看護科学学会、日本緩和医療学
会などに参加すること

● がん看護専門看護師としての実践能力の向上を図
るために、大阪府立大学大学院看護学研究科がん
看護学分野が主催する事例検討会に参加すること

● がん看護専門看護師の役割を遂行し、高度な看護実
践事例、コンサルテーション事例、コーディネーシ
ョン事例、倫理調整事例などを看護実績報告書とし
てまとめる

● がん看護専門看護師認定審査に合格すること

● 学会発表および学会誌などへの論文投稿

● 院内／院外での教育の企画・運営・教育活動

大学院在学中に行うこと

事例検討会は、がん看護専門看護師のキャリア向上の
ための勉強会です。本大学院の在校生および修了生が
集まり実践事例を検討するもので、困難な事例や活動
の進め方について、主体的に意見交換し、がん看護専
門看護師として役割を遂行するための能力の発展を目
指します。
また、専門看護師を講師に迎えた勉強会も行っていま
す。

事例検討会

高度な実践の基盤となる研究論文のクリティークやエ
ビデンスの活用、研究計画書作成を行い、研究遂行能
力の向上と看護実践の基盤の強化を図ります。

研究抄読会

大学院修了後に行うこと

C a n c e r  N u r s i n g

専門看護師の
役割

実 践

倫理調整

個人、家族および集団
に対してケアとキュア
を融合した高度な看護
を実践します。

研 究
専門知識•技術の向上や
開発をはかるために実
践の場における研究活
動を行います。 調 整

必要なケアが円滑に提
供されるために、保健
医療福祉に携わる人々
の間のコーディネーシ
ョンを行います。

相 談
看護職者を含むケア提
供者に対してコンサル
テーションを行います。

倫理的な問題・葛藤につ
いて関係者間での倫理
的調整を行います。

教 育
看護職者に対してケア
を向上させるため教育
的機能を果たします。

薬物療法看護と緩和ケアを中心に、がんやがん治療に伴
う症状などをアセスメントする能力や患者のセルフケ
ア能力の向上のための方略について教育を強化し、エビ
デンスに基づいてケアを発展させる能力を育成します。

専門看護師

がん看護
専門看護師を
めざす

フィジカルアセスメントⅠ

CNSとして複雑な健康問題を有する事例に対応する能力を高
めるために、系統的な診察技法を身につけるとともに、生活背
景から病態の把握をする視点についても考察しながら講義や
演習を進めます。（がん看護学分野以外の他分野の大学院生と
触れ合う機会ともなり、相互刺激による相乗効果が期待され
ています。）

がん看護学に用いられる理論・概念を基盤として、診断期から
終末期におけるがん患者が抱える様々な症状、苦痛・苦悩をト
ータルペインの観点から理解し、それらを緩和する方法につ
いて検討します。

がん緩和ケア論

がん細胞の特徴に始まり、がんの疫学や治療法と病態の関係な
どの講義を、他大学から参加している医師や薬剤師達と一緒に
受けます。最新のがん治療に関する医学的知識のみならず各大
学からの講師陣による特色ある講義が定評です。

共通特論Ⅰ：臨床腫瘍学総論

がん薬物療法を受ける患者に生じる苦痛を伴う症状や副作用
の予防・早期発見・早期対処、ならびにがん治療に伴う患者・家
族の苦悩を緩和する方法を検討し、患者・家族が質の高い療養
生活を送ることができるようなケアを探求します。

がん看護学演習ⅡB

看護師免許を有していること

大学院博士前期課程への入学資格があること
（入学資格については学生募集要項をご参照ください）

がん看護専門看護師コースを履修可能な程度の
がん看護臨床実務能力があること

（看護師などの免許取得後、通算5年以上の実務研修
をしており、そのうち通算3年以上はがん看護分野で
あること）


